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第１章 計画の概要 

１ 計画策定の趣旨 

本計画の策定の背景を、現行計画との関係を踏まえて記載します。 

 

 

２ 計画の位置付け 

本計画の根拠となる法的な位置づけを記載します。 

 

 

３ 計画の期間 

本計画の期間を、現行計画（上尾市障害者支援計画）の中での関係がわかるよう記載

します。 

 

 

４ 計画の策定方法 

本計画の策定にあたってのプロセスを記載します。 

 

 

 



 

3 
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第２章 障害者・障害児を取り巻く状況 

１ 人口構造 

本市の人口の区分別推移と今後の推計を図で示します 

 

 

２ 障害者・障害児の現状 

障害のある方の状況を、障害の種類別、等級別、年代別などの人数の推移で示しま

す。 

 

（１）身体障害者手帳所持者 

 

（２）療育手帳所持者 

 

（３）精神障害者保健福祉手帳所持者 

 

（４）自立支援医療（精神通院医療）受給者 

 

（５）各種医療給付事業受給者 

 

（６）障害者手帳所持者数等の見込数の推移 

 

（７）市内の特別支援学級数と児童・生徒数 

 

（８）市内在住者の通級指導教室の学級数と児童・生徒数 

 

（９）県立特別支援学校に就学する上尾市在住の生徒数 
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３ アンケートからみえる現状 

（１）アンケートの概要 

本計画の策定にあたり、障害者、難病患者、障害児の方の生活状況や要望を把握し、計画に反映

させるため、市内の障害者・・障害児及び一般市民、障害福祉サービス等に携わる事業所に対してア

ンケート調査を実施しました。 

 

①市民アンケート 

【調査時期】令和７年 10 月 31 日～令和７年 11月 28 日 

【調査対象】各障害種別の障害福祉サービスの利用人数の割合を勘案し、 

対象者を無作為に抽出市民 

【調査方法】郵送配布・回収 

調査票種類 配布数 回収数 回収率 

ア．身体障害者手帳所持者 1,100 件 738 件 67.1％ 

イ．療育手帳所持者 300 件 220 件 73.3％ 

ウ．精神障害者保健福祉手帳所持者 350 件 211 件 60.3％ 

エ．難病患者 200 件 149 件 74.5％ 

オ．障害児 150 件 108 件 72.0％ 

カ．一般市民 900 件 519 件 57.7％ 

計 3,000 件 1,945 件 64.8％ 

 

②事業所アンケート 

【調査時期】令和７年 10 月 31 日～令和７年 11月 28 日 

【調査対象】障害福祉サービス等を提供している、市内の事業者 

【調査方法】郵送配布・回収（複数事業を実施する法人は、電子メールにて回答） 

調査票種類 配布数 回収数 回収率 

事業所調査 112 件 78 件 69.6％ 
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（２）障害者・障害児の生活状況 

①日常生活について 

＜日中の過ごし方＞ 

身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 自宅で過ごしている」

がいずれも５割前後と最も多くなっています。療育手帳所持者では・ 通所施設で過ごしている」

が４割半ばと最も多く、障害児では・ 特別支援学校に通っている」が３割弱と最も多く、次いで

 小中学校の特別支援学級に通っている」となっています。 

 

 

  

47.0%

38.9%

3.4%

2.0%

1.3%

2.0%

5.4%

0% 20% 40% 60%

自宅で過ごしている

働いている（常勤、非常勤、

アルバイト、パートなど）

通所施設や作業所

などへ通っている

入所施設で過ごしている

大学や専門学校・職業

訓練校に通っている

その他

無回答

難病（n=149）

48.8%

28.9%

12.8%

1.4%

0.5%

3.8%

3.8%

0% 20% 40% 60%

自宅で過ごしている

働いている（常勤、非常勤、

アルバイト、パートなど）

通所施設や作業所

などへ通っている

入所施設で過ごしている

大学や専門学校・職業

訓練校に通っている

その他

無回答

精神（n=211）

12.3%

31.8%

45.0%

7.7%

0.9%

1.4%

0.9%

0% 20% 40% 60%

自宅で過ごしている

働いている（常勤、非常勤、

アルバイト、パートなど）

通所施設や作業所

などへ通っている

入所施設で過ごしている

大学や専門学校・職業

訓練校に通っている

その他

無回答

療育（n=220）

51.4%

24.9%

8.1%

6.4%

0.7%

6.5%

2.0%

0% 20% 40% 60%

自宅で過ごしている

働いている（常勤、非常勤、

アルバイト、パートなど）

通所施設や作業所

などへ通っている

入所施設で過ごしている

大学や専門学校・職業

訓練校に通っている

その他

無回答

身体（n=738）

28.7%

26.9%

22.2%

7.4%

4.6%

3.7%

0.0%

5.6%

0.9%

0% 20% 40% 60%

特別支援学校に

通っている

小中学校の特別支援学級に

通っている

幼稚園・保育園や小中学校の

通常学級に通っている

幼児療育通所施設に

通っている

自宅で過ごしている

高等学校に通っている

仕事をしている

その他

無回答

障害児（n=108）
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＜現在の生活で困っていること＞ 

身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者、難病患者では・ 将来の援助・（介護）のこと」と・ 経

済的なこと」を１位または２位にあげています。 

精神障害者保健福祉手帳所持者では・ 経済的なこと」と・ 就労のこと」を１位、２位にあげて

います。 

障害児は、 将来の支援のこと」と 教育・学習のこと」を１位、２位にあげています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.9%

26.6%

16.7%

11.7%

9.8%

9.5%

9.3%

9.3%

8.9%

8.3%

7.3%

5.0%

4.6%

3.7%

3.3%

2.7%

1.6%

0.5%

8.9%

23.6%

0% 20% 40% 60%

将来の援助（介護）のこと

経済的なこと

交通機関のこと

リハビリのこと

現在の援助（介護）のこと

趣味や生きがいを持つこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

家庭生活や家族関係のこと

相談相手を持つこと

就労のこと

こどものこと

社会参加のこと

地域の理解を得ること

かかりつけの病院や歯科診療所がないこと

友達のこと

結婚のこと

教育・学習のこと

その他

無回答

身体（n=738）

49.5%

20.9%

10.5%

4.1%

7.3%

14.5%

8.2%

10.9%

8.6%

16.4%

18.2%

1.4%

10.9%

6.4%

5.0%

10.0%

4.1%

3.2%

7.3%

17.7%

0% 20% 40% 60%

将来の援助（介護）のこと

経済的なこと

交通機関のこと

リハビリのこと

現在の援助（介護）のこと

趣味や生きがいを持つこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

家庭生活や家族関係のこと

相談相手を持つこと

就労のこと

こどものこと

社会参加のこと

地域の理解を得ること

かかりつけの病院や歯科診療所がないこと

友達のこと

結婚のこと

教育・学習のこと

その他

無回答

療育（n=220）

31.3%

55.0%

10.9%

2.8%

10.4%

25.1%

11.8%

15.6%

19.9%

28.4%

36.0%

8.5%

17.5%

11.4%

5.2%

16.6%

9.5%

5.7%

7.6%

11.8%

0% 20% 40% 60%

将来の援助（介護）のこと

経済的なこと

交通機関のこと

リハビリのこと

現在の援助（介護）のこと

趣味や生きがいを持つこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

家庭生活や家族関係のこと

相談相手を持つこと

就労のこと

こどものこと

社会参加のこと

地域の理解を得ること

かかりつけの病院や歯科診療所がないこと

友達のこと

結婚のこと

教育・学習のこと

その他

無回答

精神（n=211）

28.2%

28.9%

11.4%

6.7%

7.4%

10.7%

7.4%

9.4%

12.8%

10.1%

11.4%

2.7%

3.4%

4.7%

1.3%

2.7%

3.4%

0.0%

10.1%

30.2%

0% 20% 40% 60%

将来の援助（介護）のこと

経済的なこと

交通機関のこと

リハビリのこと

現在の援助（介護）のこと

趣味や生きがいを持つこと

住宅のこと

必要な情報を得ること

家庭生活や家族関係のこと

相談相手を持つこと

就労のこと

こどものこと

社会参加のこと

地域の理解を得ること

かかりつけの病院や歯科診療所がないこと

友達のこと

結婚のこと

教育・学習のこと

その他

無回答

難病（n=149）

54.6%

18.5%

12.0%

5.6%

24.1%

8.3%

8.3%

25.0%

7.4%

12.0%

27.8%

15.7%

11.1%

11.1%

22.2%

1.9%

41.7%

3.7%

12.0%

0% 20% 40% 60%

将来の支援のこと

経済的なこと

通学等の交通機関のこと

リハビリのこと

現在の支援のこと

趣味や生きがい

住宅のこと

必要な情報を得ること

家庭生活や家族関係のこと

相談相手を持つこと

就労のこと

社会参加のこと

地域の理解を得ること

かかりつけの医院や歯科診療所がないこと

友達のこと

結婚のこと

教育・学習のこと

その他

無回答

障害児（n=108）
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②社会との関わりについて 

＜外出の手段＞ 

身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 徒

歩」が約５割から７割超と最も多く、障害児では・ 自動車・（親や家族の運転）」が８割超と最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

63.1%

35.6%

43.0%

49.7%

35.6%

14.1%

38.3%

4.0%

4.7%

6.0%

2.7%

0.0%

3.4%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

電車

自動車（自分で運転）

路線バス

タクシー

自転車

車いす

病院や施設のバス

歩行器・シルバーカー

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

難病（n=149）

53.9%

41.6%

38.5%

32.8%

31.0%

29.0%

23.2%

12.1%

8.8%

3.1%

1.9%

0.5%

2.7%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

電車

自動車（自分で運転）

路線バス

タクシー

自転車

車いす

病院や施設のバス

歩行器・シルバーカー

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

身体（n=738）

65.0%

62.3%

55.5%

3.6%

36.4%

10.0%

39.1%

5.0%

5.0%

0.0%

1.4%

0.0%

3.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

電車

自動車（自分で運転）

路線バス

タクシー

自転車

車いす

病院や施設のバス

歩行器・シルバーカー

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

療育（n=220）

75.4%

37.9%

61.1%

19.0%

40.8%

9.0%

50.2%

1.4%

1.4%

0.0%

5.2%

0.0%

1.9%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自動車（人に乗せてもらう）

電車

自動車（自分で運転）

路線バス

タクシー

自転車

車いす

病院や施設のバス

歩行器・シルバーカー

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

精神（n=211）

79.6%

84.3%

29.6%

47.2%

26.9%

10.2%

38.9%

4.6%

1.9%

0.0%

0.9%

0.9%

4.6%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩

自動車（親や家族の運転）

自動車（家族以外の人の運転）

電車

路線バス

タクシー

自転車

車いす

病院や施設のバス

歩行器

バイク

電動車いす（カート）

その他

無回答

障害児（n=108）
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＜外出の目的や理由＞ 

身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 通

院」と・ 買い物」が１位または２位となっています。障害児では・ 通学・・通所」が約９割と最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

75.9%

74.7%

39.7%

35.2%

30.8%

25.5%

12.7%

11.1%

7.7%

5.7%

6.9%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

役所・銀行などへの用事

散歩

趣味・遊び

仕事・通勤

交友・サークル

公共施設などの利用

通学・通所

スポーツ

その他

無回答

身体（n=738）

57.3%

73.2%

13.6%

31.4%

46.4%

40.9%

10.5%

12.3%

36.4%

6.4%

5.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

役所・銀行などへの用事

散歩

趣味・遊び

仕事・通勤

交友・サークル

公共施設などの利用

通学・通所

スポーツ

その他

無回答

療育（n=220）

81.0%

82.9%

48.3%

35.1%

39.8%

28.4%

8.5%

13.7%

11.8%

3.8%

5.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

役所・銀行などへの用事

散歩

趣味・遊び

仕事・通勤

交友・サークル

公共施設などの利用

通学・通所

スポーツ

その他

無回答

精神（n=211）

87.2%

78.5%

48.3%

41.6%

36.2%

38.9%

13.4%

12.8%

5.4%

8.7%

4.7%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

役所・銀行などへの用事

散歩

趣味・遊び

仕事・通勤

交友・サークル

公共施設などの利用

通学・通所

スポーツ

その他

無回答

難病（n=149）

63.0%

73.1%

41.7%

63.9%

1.9%

22.2%

25.9%

90.7%

13.9%

5.6%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買い物

散歩

趣味・遊び

仕事

交友・サークル

公共施設などの利用

通学・通所

スポーツ

その他

無回答

障害児（n=108）
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＜外出時に不便を感じること＞ 

身体障害者手帳所持者と難病患者では・ 道路の段差、路面のでこぼこが多い」、・ 駅や建物に階

段や段差が多い」、・ 歩道が少ない・狭い」など、設備などのバリアについての回答が多く、療育

手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者、障害児では・ 自分の意思を伝えたり、コミュニケ

ーションをとったりすることがむずかしい」というコミュニケーションのバリアについての回

答が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.8%

10.2%

23.1%

9.3%

17.6%

10.2%

0.9%

4.6%

42.6%

7.4%

10.2%

0.9%

10.2%

27.8%

0% 20% 40% 60%

道路の段差、路面のでこぼこが多い

駅や建物に階段や段差が多い

歩道が少ない・狭い

エスカレーターやエレベーターがない・少ない

障害者用のトイレが少ない・使いにくい

駐車場がない・少ない

手すりがない

電車・バスの乗り降りが困難である

自分の意思を伝えたり、コミュニケーションを

とったりすることがむずかしい

歩道上に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

点字ブロック・音声式信号などの標示が不十分

その他

無回答

障害児（n=108）

38.9%

22.1%

28.2%

13.4%

10.7%

16.1%

10.7%

12.8%

4.7%

10.7%

8.7%

2.0%

1.3%

8.1%

33.6%

0% 20% 40% 60%

道路の段差、路面のでこぼこが多い

駅や建物に階段や段差が多い

歩道が少ない・狭い

エスカレーターやエレベーターがない・少ない

障害者用のトイレが少ない・使いにくい

駐車場がない・少ない

手すりがない

電車・バスの乗り降りが困難である

自分の意思を伝えたり、コミュニケーションを

とったりすることがむずかしい

歩道上に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

介助者(同行者）がいない（みつからない）

点字ブロック・音声式信号などの標示が不十分

その他

無回答

難病（n=149）

17.1%

10.4%

25.6%

7.1%

6.2%

9.5%

4.7%

5.7%

25.6%

8.1%

3.3%

3.8%

0.5%

11.8%

28.9%

0% 20% 40% 60%

道路の段差、路面のでこぼこが多い

駅や建物に階段や段差が多い

歩道が少ない・狭い

エスカレーターやエレベーターがない・少ない

障害者用のトイレが少ない・使いにくい

駐車場がない・少ない

手すりがない

電車・バスの乗り降りが困難である

自分の意思を伝えたり、コミュニケーションを

とったりすることがむずかしい

歩道上に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

介助者(同行者）がいない（みつからない）

点字ブロック・音声式信号などの標示が不十分

その他

無回答

精神（n=211）

18.2%

11.8%

17.3%

8.2%

13.6%

6.8%

4.5%

5.5%

41.8%

3.2%

5.9%

2.7%

1.4%

6.8%

29.1%

0% 20% 40% 60%

道路の段差、路面のでこぼこが多い

駅や建物に階段や段差が多い

歩道が少ない・狭い

エスカレーターやエレベーターがない・少ない

障害者用のトイレが少ない・使いにくい

駐車場がない・少ない

手すりがない

電車・バスの乗り降りが困難である

自分の意思を伝えたり、コミュニケーションを

とったりすることがむずかしい

歩道上に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

介助者(同行者）がいない（みつからない）

点字ブロック・音声式信号などの標示が不十分

その他

無回答

療育（n=220）

40.5%

26.0%

23.0%

17.5%

17.2%

17.2%

16.7%

14.9%

9.2%

9.1%

4.1%

2.8%

1.6%

9.8%

20.1%

0% 20% 40% 60%

道路の段差、路面のでこぼこが多い

駅や建物に階段や段差が多い

歩道が少ない・狭い

エスカレーターやエレベーターがない・少ない

障害者用のトイレが少ない・使いにくい

駐車場がない・少ない

手すりがない

電車・バスの乗り降りが困難である

自分の意思を伝えたり、コミュニケーションを

とったりすることがむずかしい

歩道上に障害物が多い

標識・表示の案内がわかりにくい

介助者(同行者）がいない（みつからない）

点字ブロック・音声式信号などの標示が不十分

その他

無回答

身体（n=738）
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③仕事について 

＜就労状況＞ 

身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 仕事はしていない」

が５割台から６割台と最も多く、療育手帳所持者では・ 仕事をしている」が約７割と最も多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜就労の形＞ 

身体障害者手帳所持者と難病患者では・ 企業などの正社員・・正職員」、 企業などの正社員以外、

正職員以外」が１位または２位となっています。療育手帳所持者では・ 障害福祉サービス事業所

での労働・（就労継続支援Ａ型、Ｂ型、就労移行支援など）」が１位、・ 企業などの正社員以外、正

職員以外」が２位、精神障害者保健福祉手帳所持者では・ 企業などの正社員以外、正職員以外」

が１位、 障害福祉サービス事業所での労働・（就労継続支援Ａ型、Ｂ型、就労移行支援など）」が

２位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.8%

69.5%

41.7%

43.6%

66.9%

29.1%

56.4%

52.3%

3.3%

1.4%

1.9%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（n=738）

療育（n=220）

精神（n=211）

難病（n=149）

仕事をしている 仕事はしていない 無回答

37.7%

31.4%

10.9%

8.6%

9.1%

2.3%

0% 20% 40% 60%

企業などの正社員、正職員

企業などの正社員以外、正職員以外

自営業、家族の営む事業の従事者

障害福祉サービス事業所での労働

（就労継続支援Ａ型、

Ｂ型、就労移行支援など）

その他

無回答

身体（n=220）

11.8%

27.5%

1.3%

52.3%

5.2%

2.0%

0% 20% 40% 60%

企業などの正社員、正職員

企業などの正社員以外、正職員以外

自営業、家族の営む事業の従事者

障害福祉サービス事業所での労働

（就労継続支援Ａ型、

Ｂ型、就労移行支援など）

その他

無回答

療育（n=153）

27.3%

31.8%

4.5%

28.4%

5.7%

2.3%

0% 20% 40% 60%

企業などの正社員、正職員

企業などの正社員以外、正職員以外

自営業、家族の営む事業の従事者

障害福祉サービス事業所での労働

（就労継続支援Ａ型、

Ｂ型、就労移行支援など）

その他

無回答

精神（n=88）

33.8%

49.2%

9.2%

0.0%

7.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

企業などの正社員、正職員

企業などの正社員以外、正職員以外

自営業、家族の営む事業の従事者

障害福祉サービス事業所での労働

（就労継続支援Ａ型、

Ｂ型、就労移行支援など）

その他

無回答

難病（n=65）
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＜就労の希望＞ 

（就労状況で 仕事はしていない」の方で、自分に合った仕事があったときの就労の希望） 

 働きたい」は、精神障害者保健福祉手帳所持者が約４割と最も多く、次いで、療育手帳所持

者が３割半ばとなっています。 

 働きたくない」は、身体障害者手帳所持者が約５割、難病患者が５割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜希望する就労形態（障害児）＞ 

（進路として 障害福祉サービスの利用」や 就労」を希望している障害児）＞ 

 その他、障害福祉サービス含む」が最も多く、次いで・ 就労移行支援の利用」、 就労継続支

援Ｂ型の利用」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.0%

34.4%

41.2%

24.4%

49.8%

21.9%

26.1%

47.4%

24.9%

32.8%

25.2%

20.5%

7.3%

10.9%

7.6%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（n=494）

療育（n=64）

精神（n=119）

難病（n=78）

働きたい 働きたくない その他 無回答

20.0%

20.0%

10.0%

10.0%

0.0%

0.0%

40.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就労移行支援の利用

就労継続支援Ｂ型の利用

企業等での一般就労

就労継続支援Ａ型の利用

アルバイト・パートなど

自宅での仕事

その他、障害福祉サービス含む

無回答

障害児（n=10）
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＜働くために重要と思うこと＞ 

身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 企業・・上司・・同僚の

理解」を１位にあげ、療育手帳所持者でも・ 企業・・上司・・同僚の理解」は、・ 障害特性に配慮し

た職場環境の整備」に続く２位の回答となっています。 

また、身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者で、

 給料が充実していること」が３位以内に入っています。 

一方、精神障害者保健福祉手帳所持者では・ 就職に必要な知識・・技術などの習得」が他の手帳

所持者等と比較して多くなっています。 

また、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者において、 就職後の相談・・支援・（定

着支援）」、 就労に必要なコミュニケーション技術などの習得」が比較的多くなっています。 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.4%

25.6%

21.0%

19.4%

18.6%

15.4%

15.2%

12.6%

11.5%

11.5%

10.2%

3.7%

3.0%

21.5%

25.5%

0% 20% 40% 60%

企業・上司・同僚の理解

障害特性に配慮した職場環境の整備

給料が充実していること

就職先の紹介などの支援

健康管理などの支援

安全な通勤手段が確保されること

就職に必要な知識・技術などの習得

在宅テレワークに対応できる環境整備

就労に向けた訓練施設の充実

就職後の相談・支援（定着支援）

就労に必要なコミュニケーション技術などの習得

就職に向けた障害者（家族）の意識啓発

その他

特にない

無回答

身体（n=738）

41.8%

50.5%

32.7%

24.5%

29.1%

27.7%

22.3%

5.9%

16.4%

29.1%

31.8%

7.3%

4.1%

12.3%

10.0%

0% 20% 40% 60%

企業・上司・同僚の理解

障害特性に配慮した職場環境の整備

給料が充実していること

就職先の紹介などの支援

健康管理などの支援

安全な通勤手段が確保されること

就職に必要な知識・技術などの習得

在宅テレワークに対応できる環境整備

就労に向けた訓練施設の充実

就職後の相談・支援（定着支援）

就労に必要なコミュニケーション技術などの習得

就職に向けた障害者（家族）の意識啓発

その他

特にない

無回答

療育（n=220）

55.5%

54.0%

49.8%

42.2%

33.2%

23.2%

47.4%

24.6%

29.4%

40.8%

35.1%

12.3%

6.6%

6.2%

9.5%

0% 20% 40% 60%

企業・上司・同僚の理解

障害特性に配慮した職場環境の整備

給料が充実していること

就職先の紹介などの支援

健康管理などの支援

安全な通勤手段が確保されること

就職に必要な知識・技術などの習得

在宅テレワークに対応できる環境整備

就労に向けた訓練施設の充実

就職後の相談・支援（定着支援）

就労に必要なコミュニケーション技術などの習得

就職に向けた障害者（家族）の意識啓発

その他

特にない

無回答

精神（n=211）

36.9%

23.5%

34.2%

22.1%

29.5%

22.1%

26.2%

14.8%

12.8%

14.1%

13.4%

4.7%

1.3%

12.1%

20.8%

0% 20% 40% 60%

企業・上司・同僚の理解

障害特性に配慮した職場環境の整備

給料が充実していること

就職先の紹介などの支援

健康管理などの支援

安全な通勤手段が確保されること

就職に必要な知識・技術などの習得

在宅テレワークに対応できる環境整備

就労に向けた訓練施設の充実

就職後の相談・支援（定着支援）

就労に必要なコミュニケーション技術などの習得

就職に向けた障害者（家族）の意識啓発

その他

特にない

無回答

難病（n=149）
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⑤権利擁護について 

＜差別や偏見の有無＞ 

差別や偏見を感じることが・ よくある」と・ たまにある」を合わせた・ ある』の割合は、精神

障害者保健福祉手帳所持者が 58.3％、療育手帳所持者が 45.9％、障害児が 35.2％、身体障害者

手帳所持者が 26.4％、難病患者が 19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜暴力や暴言を受けたことがあるか＞ 

受けたことがある内容は、すべての対象者において、 言葉による暴力」が最も多くなってい

ます。 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.3%

9.5%

12.3%

2.0%

7.4%

21.1%

36.4%

46.0%

17.4%

27.8%

34.7%

30.9%

19.4%

26.2%

37.0%

31.8%

18.6%

17.1%

46.3%

24.1%

7.0%

4.5%

5.2%

8.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体（n=738）

療育（n=220）

精神（n=211）

難病（n=149）

障害児（n=108）

よくある たまにある ほとんどない ない 無回答

14.8%

9.8%

8.8%

2.7%

2.4%

0.5%

65.7%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉による暴力

十分な支援が得られない

嫌がらせ

経済的虐待

身体的な暴力

性的暴力

いずれも受けたことがない

無回答

身体（n=738）

40.5%

13.2%

20.5%

1.4%

11.4%

0.9%

40.0%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉による暴力

十分な支援が得られない

嫌がらせ

経済的虐待

身体的な暴力

性的暴力

いずれも受けたことがない

無回答

療育（n=220）

45.5%

22.3%

29.9%

9.5%

11.8%

6.2%

33.6%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉による暴力

十分な支援が得られない

嫌がらせ

経済的虐待

身体的な暴力

性的暴力

いずれも受けたことがない

無回答

精神（n=211）

16.1%

6.7%

7.4%

0.7%

3.4%

0.7%

67.1%

10.7%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉による暴力

十分な支援が得られない

嫌がらせ

経済的虐待

身体的な暴力

性的暴力

いずれも受けたことがない

無回答

難病（n=149）

17.6%

13.9%

7.4%

0.9%

2.8%

0.0%

60.2%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80%

言葉による暴力

十分な支援が得られない

嫌がらせ

経済的虐待

身体的な暴力

性的暴力

いずれも受けたことがない

無回答

障害児（n=108）
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⑥防災について 

＜災害時の避難について＞ 

災害時に一人で避難ができるかについては、 指示がなくてもできる」は、難病患者では４割

台、身体障害者手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者は３割台、療育手帳所持者は１割台

となっており、療育手帳所持者は できない」が４割近くとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、災害時の家族の行動について、障害児では 決めている」が約３割、 決めていない」

が６割と、 決めていない」が多くなっています。 

 

 

  

32.7%

9.3%

3.0%

28.2%

21.5%

5.3%

0% 20% 40% 60%

指示がなくてもできる

避難場所への文字や音声などの誘導があればできる

交通規制などでいつもの道を通れないと難しい

できない

その場になってみないとわからない

無回答

身体（n=738）

17.7%

14.1%

2.7%

38.2%

24.5%

2.7%

0% 20% 40% 60%

指示がなくてもできる

避難場所への文字や音声などの誘導があればできる

交通規制などでいつもの道を通れないと難しい

できない

その場になってみないとわからない

無回答

療育（n=220）

35.5%

10.9%

3.3%

13.7%

33.6%

2.8%

0% 20% 40% 60%

指示がなくてもできる

避難場所への文字や音声などの誘導があればできる

交通規制などでいつもの道を通れないと難しい

できない

その場になってみないとわからない

無回答

精神（n=211）

42.3%

6.7%

1.3%

12.1%

24.2%

13.4%

0% 20% 40% 60%

指示がなくてもできる

避難場所への文字や音声などの誘導があればできる

交通規制などでいつもの道を通れないと難しい

できない

その場になってみないとわからない

無回答

難病（n=149）

決めている

32.4%

決めていない

63.0%

無回答

4.6%

障害児

（n=108）
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＜災害に備えて力を入れてほしいこと＞ 

身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者、障害児では・ 緊急情報の

提供体制」と 在宅避難に対する支援」が１位または２位となっています。 

療育手帳所持者では・ 迅速な避難誘導体制」が１位、 地域ぐるみの協力体制」が２位となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜災害時に在宅生活する場合、必要な支援＞ 

すべての対象者において、 当面の食料品や日用品の確保」が１位となっています。 

身体障害者手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者、難病患者では・ 常時使用している医

薬品の確保」が２位となっており、療育手帳所持者、障害児では・ ライフラインの確保」が２位

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.6%

34.6%

30.5%

27.4%

19.0%

18.2%

2.7%

14.9%

7.9%

0% 20% 40% 60%

緊急情報の提供体制

在宅避難に対する支援

地域ぐるみの協力体制

迅速な避難誘導体制

災害時の心得や地震に

関する知識の普及

障害のある人のための

避難訓練

その他

わからない

無回答

身体（n=738）

29.1%

30.9%

36.8%

37.3%

22.7%

27.7%

4.5%

18.6%

4.5%

0% 20% 40% 60%

緊急情報の提供体制

在宅避難に対する支援

地域ぐるみの協力体制

迅速な避難誘導体制

災害時の心得や地震に

関する知識の普及

障害のある人のための

避難訓練

その他

わからない

無回答

療育（n=220）

42.2%

37.0%

26.1%

33.6%

27.5%

18.0%

6.2%

22.3%

4.3%

0% 20% 40% 60%

緊急情報の提供体制

在宅避難に対する支援

地域ぐるみの協力体制

迅速な避難誘導体制

災害時の心得や地震に

関する知識の普及

障害のある人のための

避難訓練

その他

わからない

無回答

精神（n=211）

42.3%

38.9%

33.6%

32.2%

25.5%

10.1%

3.4%

11.4%

13.4%

0% 20% 40% 60%

緊急情報の提供体制

在宅避難に対する支援

地域ぐるみの協力体制

迅速な避難誘導体制

災害時の心得や地震に

関する知識の普及

障害のある人のための

避難訓練

その他

わからない

無回答

難病（n=149）

38.0%

50.9%

33.3%

26.9%

31.5%

33.3%

7.4%

9.3%

4.6%

0% 20% 40% 60%

緊急情報の提供体制

在宅避難に対する支援

地域ぐるみの協力体制

迅速な避難誘導体制

災害時の心得や地震に関する知識の普及

障害のある人のための避難訓練

その他

わからない

無回答

障害児（n=108）

70.2%

54.7%

47.2%

38.5%

32.1%

22.8%

22.5%

7.7%

2.6%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面の食料品や

日用品の確保

常時使用している

医薬品の確保

ライフラインの確保

主治医との

連絡の確保

緊急情報取得

手段の確保

常時使用している

医療用品の確保

介護者との

連絡の確保

人工呼吸器などの医療用

機器の電源の確保

その他

無回答

身体（n=738）

75.0%

37.3%

56.8%

22.7%

39.5%

10.5%

26.8%

1.8%

2.7%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面の食料品や日用品の確保

常時使用している医薬品の確保

ライフラインの確保

主治医との連絡の確保

緊急情報取得手段の確保

常時使用している医療用品の確保

介護者との連絡の確保

人工呼吸器などの医療用機器の電源の確保

その他

無回答

療育（n=220）

80.6%

71.1%

64.0%

53.1%

38.9%

15.2%

14.2%

9.0%

3.3%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面の食料品や日用品の確保

常時使用している医薬品の確保

ライフラインの確保

主治医との連絡の確保

緊急情報取得手段の確保

常時使用している医療用品の確保

介護者との連絡の確保

人工呼吸器などの医療用機器の電源の確保

その他

無回答

精神（n=211）

88.0%

40.7%

83.3%

27.8%

48.1%

13.9%

19.4%

10.2%

0.9%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面の食料品や日用品の確保

常時使用している医薬品の確保

ライフラインの確保

主治医との連絡の確保

緊急情報取得手段の確保

常時使用している医療用品の確保

介護者との連絡の確保

人工呼吸器などの医療用機器の電源の確保

その他

無回答

障害児（n=108）

68.5%

66.4%

56.4%

44.3%

31.5%

16.1%

10.7%

6.0%

1.3%

12.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当面の食料品や日用品の確保

常時使用している医薬品の確保

ライフラインの確保

主治医との連絡の確保

緊急情報取得手段の確保

常時使用している医療用品の確保

介護者との連絡の確保

人工呼吸器などの医療用機器の電源の確保

その他

無回答

難病（n=149）
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⑧障害者施策全般について 

＜暮らしやすいまちづくりに必要なこと＞ 

身体障害者手帳所持者、難病患者では・ 相談窓口や情報提供の充実」が１位、 保護者などが

亡くなったあとの生活支援の充実」が２位となっています。 

療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳所持者では・ 保護者などが亡くなったあとの生活支

援の充実」が１位、 相談窓口や情報提供の充実」が２位となっています。 

また、障害児では・ 障害特性にあった適切な保育、教育の充実」が１位、 保護者などが亡く

なったあとの生活支援の充実」が２位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.8%

35.6%

35.5%

33.1%

30.1%

29.3%

27.5%

24.0%

21.8%

20.2%

19.4%

19.1%

16.9%

16.3%

14.9%

12.2%

11.7%

10.6%

8.4%

8.3%

8.1%

7.9%

7.7%

6.0%

3.8%

6.8%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や情報提供の充実

保護者などが亡くなったあとの生活支援の充実

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関などの整備

日常生活に必要な移動支援の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境の改善・整備

防災や安全対策など安心して暮らせるまちづくりの推進

障害や病気に対する周囲の理解のための普及・啓発

福祉機器の利用のための助成

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

障害への理解や交流の促進

入所施設の整備や施設運営の改善

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

通所施設の整備や施設運営の改善

障害特性にあった適切な保育、教育の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

障害の早期発見・早期療育体制の充実

異なる機能や役割を持つ様々な組織や団体の連携の強化・充実

生涯学習や文化活動の充実

ボランティア活動などの地域活動の促進

障害児学童保育の充実

小中学校における福祉教育の充実

スポーツ・レクリエーション活動の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

その他

特にない

無回答

身体（n=738）

45.9%

74.1%

17.3%

31.4%

21.8%

30.5%

29.5%

33.6%

10.9%

10.9%

32.7%

35.5%

23.2%

30.5%

26.8%

39.5%

21.4%

14.5%

9.1%

9.5%

13.6%

11.8%

15.0%

13.2%

3.6%

6.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や情報提供の充実

保護者などが亡くなったあとの生活支援の充実

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関などの整備

日常生活に必要な移動支援の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境の改善・整備

防災や安全対策など安心して暮らせるまちづくりの推進

障害や病気に対する周囲の理解のための普及・啓発

福祉機器の利用のための助成

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

障害への理解や交流の促進

入所施設の整備や施設運営の改善

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

通所施設の整備や施設運営の改善

障害特性にあった適切な保育、教育の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

障害の早期発見・早期療育体制の充実

異なる機能や役割を持つ様々な組織や団体の連携の強化・充実

生涯学習や文化活動の充実

ボランティア活動などの地域活動の促進

障害児学童保育の充実

小中学校における福祉教育の充実

スポーツ・レクリエーション活動の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

その他

特にない

無回答

療育（n=220）

51.2%

52.6%

16.6%

24.2%

20.9%

32.2%

23.2%

46.9%

6.6%

18.0%

38.9%

16.6%

43.6%

20.9%

24.6%

19.0%

23.7%

15.2%

12.8%

9.5%

10.9%

9.5%

12.3%

18.0%

7.1%

6.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や情報提供の充実

保護者などが亡くなったあとの生活支援の充実

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関などの整備

日常生活に必要な移動支援の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境の改善・整備

防災や安全対策など安心して暮らせるまちづくりの推進

障害や病気に対する周囲の理解のための普及・啓発

福祉機器の利用のための助成

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

障害への理解や交流の促進

入所施設の整備や施設運営の改善

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

通所施設の整備や施設運営の改善

障害特性にあった適切な保育、教育の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

障害の早期発見・早期療育体制の充実

異なる機能や役割を持つ様々な組織や団体の連携の強化・充実

生涯学習や文化活動の充実

ボランティア活動などの地域活動の促進

障害児学童保育の充実

小中学校における福祉教育の充実

スポーツ・レクリエーション活動の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

その他

特にない

無回答

精神（n=211）

37.6%

30.9%

29.5%

28.2%

27.5%

23.5%

26.2%

25.5%

15.4%

16.1%

17.4%

11.4%

15.4%

12.8%

18.1%

11.4%

18.8%

14.1%

10.1%

8.7%

11.4%

10.7%

8.7%

4.7%

2.7%

7.4%

19.5%

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や情報提供の充実

保護者などが亡くなったあとの生活支援の充実

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関などの整備

日常生活に必要な移動支援の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境の改善・整備

防災や安全対策など安心して暮らせるまちづくりの推進

障害や病気に対する周囲の理解のための普及・啓発

福祉機器の利用のための助成

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

障害への理解や交流の促進

入所施設の整備や施設運営の改善

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

通所施設の整備や施設運営の改善

障害特性にあった適切な保育、教育の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

障害の早期発見・早期療育体制の充実

異なる機能や役割を持つ様々な組織や団体の連携の強化・充実

生涯学習や文化活動の充実

ボランティア活動などの地域活動の促進

障害児学童保育の充実

小中学校における福祉教育の充実

スポーツ・レクリエーション活動の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

その他

特にない

無回答

難病（n=149）

51.9%

72.2%

16.7%

33.3%

18.5%

31.5%

25.9%

47.2%

13.0%

16.7%

39.8%

29.6%

40.7%

43.5%

74.1%

37.0%

35.2%

0.0%

13.0%

9.3%

46.3%

36.1%

19.4%

17.6%

18.5%

7.4%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

相談窓口や情報提供の充実

保護者などが亡くなったあとの生活支援の充実

段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関等の整備

日常生活に必要な移動支援の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

障害者が住みやすい住宅の確保や居住環境の改善・整備

防災や安全対策など安心して暮らせるまちづくりの推進

障害や病気に対する周囲の理解のための普及・啓発

福祉機器の利用のための助成

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

障害への理解や交流の促進

入所施設の整備や施設運営の改善

企業などでの就労に向けた支援や雇用環境の整備

通所施設の整備や施設運営の改善

障害特性にあった適切な保育、教育の充実

グループホームなど地域での生活の場の整備

障害の早期発見・早期療育体制の充実

異なる機能や役割を持つ様々な組織や団体の連携の強化・充実

生涯学習や文化活動の充実

ボランティア活動などの地域活動の促進

障害児学童保育の充実

小中学校における福祉教育の充実

スポーツ・レクリエーション活動の充実

創作的活動や生活習慣習得などができる場の整備

その他

特にない

無回答

障害児（n=108)
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（３）事業所の状況 

＜利用者確保について＞ 

３年前と比較した利用者確保の変化については、令和５年度と比較すると、 変わらない」が

11.5 ポイント減少し、 困難になった」が 4.5 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数
容易に
なった

変わら
ない

困難に
なった

不明

居宅介護 11 0.0% 54.5% 9.1% 36.4%

重度訪問介護 5 0.0% 40.0% 20.0% 40.0%

同行援護 5 0.0% 60.0% 0.0% 40.0%

行動援護 2 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

重度障害者等包括支援 0 - - - -

短期入所 4 25.0% 50.0% 25.0% 0.0%

療養介護 0 - - - -

生活介護 9 0.0% 44.4% 44.4% 11.1%

施設入所支援 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

自立生活援助 0 - - - -

共同生活援助 11 9.1% 54.5% 18.2% 18.2%

自立訓練 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

就労移行支援 4 0.0% 0.0% 75.0% 25.0%

就労継続支援Ａ型 2 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

就労継続支援Ｂ型 15 0.0% 20.0% 46.7% 33.3%

就労定着支援 4 0.0% 25.0% 75.0% 0.0%

児童発達支援 14 7.1% 85.7% 0.0% 7.1%

居宅訪問型児童発達支援 0 - - - -

医療型児童発達支援 0 - - - -

放課後等デイサービス 18 16.7% 72.2% 11.1% 0.0%

保育所等訪問支援 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

計画相談支援 4 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

障害児相談支援・ 5 0.0% 80.0% 20.0% 0.0%

地域移行支援 0 - - - -

地域定着支援 0 - - - -

障害者相談支援事業（委託事業） 3 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

障害者就労支援センター（委託事業） 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

移動支援事業 5 0.0% 80.0% 0.0% 20.0%

地域活動支援センター事業 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

日中一時支援事業 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

訪問入浴サービス事業 0 - - - -

生活サポート 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

回答事業所数 78

提供中または提供予定サービス

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

障
害
児
通
所

支
援

相
談
支
援

そ
の
他

3.1%

65.3%

17.3%

14.3%

5.1%

53.8%

21.8%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80%

容易になった

変わらない

困難になった

不明
令和５年度（n=98）

令和７年度（n=78）
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＜従業員の過不足について＞ 

従業員の過不足について、・ やや不足」が 47.4％と最も多くなっています。令和５年度と比較

すると、 非常に不足」が 11.8 ポイント減少し、 やや不足」が 12.7 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0%

33.7%

34.7%

29.7%

2.6%

32.1%

47.4%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80%

過剰

適当

やや不足

非常に不足

令和５年度（n=101）

令和７年度（n=78）

回答数 過剰 適当 やや不足
非常に
不足

やや不足+
非常に不足

居宅介護 11 0.0% 0.0% 54.5% 45.5% 100.0%

重度訪問介護 5 0.0% 0.0% 60.0% 40.0% 100.0%

同行援護 5 0.0% 0.0% 40.0% 60.0% 100.0%

行動援護 2 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 100.0%

重度障害者等包括支援 0 - - - - -

短期入所 4 0.0% 25.0% 25.0% 50.0% 75.0%

療養介護 0 - - - - -

生活介護 9 0.0% 44.4% 22.2% 33.3% 55.5%

施設入所支援 1 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

自立生活援助 0 - - - - -

共同生活援助 11 0.0% 18.2% 63.6% 18.2% 81.8%

自立訓練 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労移行支援 4 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 25.0%

就労継続支援Ａ型 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0%

就労継続支援Ｂ型 15 13.3% 33.3% 46.7% 6.7% 53.4%

就労定着支援 4 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0%

児童発達支援 14 0.0% 28.6% 57.1% 14.3% 71.4%

居宅訪問型児童発達支援 0 - - - - -

医療型児童発達支援 0 - - - - -

放課後等デイサービス 18 0.0% 27.8% 66.7% 5.6% 72.3%

保育所等訪問支援 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

計画相談支援 4 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害児相談支援 5 0.0% 80.0% 20.0% 0.0% 20.0%

地域移行支援 0 - - - - -

地域定着支援 0 - - - - -

障害者相談支援事業（委託事業） 3 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者就労支援センター（委託事業） 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

移動支援事業 5 0.0% 20.0% 60.0% 20.0% 80.0%

地域活動支援センター事業 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

日中一時支援事業 2 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0%

訪問入浴サービス事業 0 - - - - -

生活サポート 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

回答事業所数 78

提供中または提供予定サービス

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

障
害
児
通
所

支
援

相
談
支
援

そ
の
他
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＜不足している資格・職種について＞ 

従業員数が・ やや不足」または・ 非常に不足」と回答した事業所における・ 不足している資格」

と 不足している職種」については、 資格」でみると、 保育士」が 46.7％と最も多く、次い

で 介護福祉士」が 43.3％、 ヘルパー１・２級」が 33.3％となっています。 

 職種」でみると、 職員・（資格不問）」 生活支援員」がともに 30.8％と最も多く、次いで・ 児

童指導員」が 28.2％、 世話人」が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

不足している資格 回答数 比率

介護福祉士 13 43.3%

社会福祉士 4 13.3%

保育士 14 46.7%

精神保健福祉士 1 3.3%

看護師 5 16.7%

ヘルパー１・２級 10 33.3%

その他 3 10.0%

非該当 27

回答者事業所数（やや不足＋非常に不足） 30

不足している職種 回答数 比率

相談支援専門員 1 2.6%

児童指導員 11 28.2%

職員（資格不問） 12 30.8%

生活支援員 12 30.8%

世話人 8 20.5%

送迎員 5 12.8%

その他 1 2.6%

非該当 27

回答者事業所数（やや不足＋非常に不足） 39
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＜事業運営の課題について＞ 

事業所運営上の課題については、 従業員の確保」が 63.6％と最も多く、次いで・ 利用者の確

保」が 58.4％、 若手職員の確保・・育成」 従業員の質の向上」がともに 51.9％などと、人材確

保に関することの課題が多くなっています。 

設備・・整備では、 経営(収支)状況の改善」が 31.2％と最も多く、次いで・ 施設の老朽化」が

26.0％、 工賃の向上」が 23.4％などとなっています。 

令和５年度と比較すると、 利用者の確保」が 20.8 ポイント、・ 施設の老朽化」が 14.1 ポイン

ト、 工賃の向上」が 7.6 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.6%

66.3%

58.4%

39.6%

56.4%

7.9%

2.0%

6.9%

11.9%

1.0%

15.8%

11.9%

12.9%

20.8%

27.7%

11.9%

7.9%

37.6%

1.0%

2.0%

58.4%

63.6%

51.9%

27.3%

51.9%

7.8%

1.3%

2.6%

13.0%

6.5%

23.4%

26.0%

16.9%

14.3%

18.2%

10.4%

14.3%

31.2%

2.6%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用者の確保

従業員の確保

若手職員の確保・育成

専門職員の確保

従業員の質の向上

夜間、緊急時の対応

医療的ケア児への対応

重症心身障害児（者）への対応

強度行動障害児（者）への対応

苦情や事故への対応

工賃の向上

施設の老朽化

制度改正への対応

労働環境の整備

内部研修の充実

外部研修の充実

多職種連携

経営（収支）状況の改善

特になし

その他

令和５年度(n=101)

令和７年度(n=77)
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＜災害時の対策として実施・計画しているもの＞ 

計画している災害時の対策については、令和５年度と比較すると、大部分の項目で大きく増加

している一方、 施設の耐震対策・（ガラスの飛散防止・・棚類の転倒防止等）を実施している」、 防

災訓練などで近隣の住民組織・（町内会、自主防災組織）と連携している」の増加は小さくなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.0%

47.0%

17.0%

81.0%

25.0%

58.0%

79.0%

57.0%

0.0%

1.0%

80.5%

51.9%

20.8%

92.2%

14.3%

94.8%

92.2%

71.4%

0.0%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害時の備蓄対策をしている

施設の耐震対策（ガラスの飛散防止・棚類の転倒防止等）を実施している

防災訓練などで近隣の住民組織（町内会、自主防災組織）と連携している

防災訓練を実施している

福祉避難所の指定を受けている

事業継続計画（BCP）を作成している

非常時の連絡体制（従業員）を確保している

非常時の連絡体制（利用者・保護者）を確保している

特に何もしていない

その他

令和５年度(n=100)

令和７年度(n=77)
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第３章 障害福祉サービス及び障害児通所支援等の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

障害福祉サービス及び 

障害児通所支援等の見込み 
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第３章 障害福祉サービス及び障害児通所支援等の見込み 

１ 基本的な考え方 

計画の基本的な考え方について記載します。 

 

２ 障害福祉サービス等の事業体系 

障害福祉サービス及び障害児支援の体系を図で示します。 

 

３ 第７期障害福祉計画及び第３期障害児福祉計画の成果目標の 

進捗状況 

第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画で掲げた成果目標について、その達成状

況を示します。 

 

４ 第８期障害福祉計画及び第４期障害児福祉計画の成果目標 

第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の成果目標を、国の基本方針及び埼玉県

の考え方を踏まえて記載します。 

 

５ 障害福祉サービス等の見込み量及び確保のための方策 

障害福祉サービスの体系に沿って、個々のサービスの見込量と確保方策を記載しま

す。 

 

①訪問系サービス 

②日中活動系サービス 

③住居系サービス 

④相談支援 
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６ 地域生活支援事業の見込み量及び確保のための方策 

地域生活支援事業等の見込量を、必須事業、任意事業、地域生活支援促進事業とに分

けて記載します。 

 

①必須事業 

②任意事業 

 

 

７ 障害児通所支援等の見込み量及び確保のための方策 

障害児通所支援について見込量と確保方策を記載します。 

 

①児童発達支援 

②医療型児童発達支援 

③放課後等デイサービス 

④保育所等訪問支援 

⑤居宅訪問型児童発達支援 

⑥障害児相談支援 

⑦医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置 

 

 

８ 発達障害者等に対する支援の見込み量及び確保のための方策 

発達障害者等に対する支援について見込量と確保方策を記載します。 

 

①ペアレントトレーニングやペアレントプログラム等の支援プログラムの実施 

②ペアレントメンターの養成 

③発達障害者等に対するピアサポート活動の支援 

 

 



 

26 

第４章 計画の推進と進行管理 
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計画の推進と進行管理 
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第４章 計画の推進 

１ 計画の推進体制 

 

 

 

２ 計画策定の進行管理 
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資料編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

資料編 

１ 上尾市障害福祉施策推進委員会条例 

 

 

２ 上尾市障害福祉施策推進委員会委員名簿 

 

 

３ 計画の策定経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


